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Ⅱ　研究の目的

　平成20年版小学校学習指導要領の第１章「総則」に

は「学校における食育の推進」という文言が明記され

た1）。「食育」が，現代の学校現場において重要視され

ていることが分かる。また,2011年３月に出された「第

２次食育推進基本計画」には，「子どものころに身に付

いた食習慣を大人になって改めることは困難であり，

子どものうちに健全な食生活を確立することは,（中略）

生涯にわたって健全な心身を培い，豊かな人間性をは

ぐくんでいく基礎となる。」2）とある。これより，「食

育」は，子どもが食生活を確立する前から行われなけ

ればならないと考えられ，小学校低学年段階における

食育の重要性がいえる。

　小学校学習指導要領第２章第５節「生活」には，直

接「食育」という言葉は記載されていないが，生活科

の目標について，「（前略）生活上必要な習慣や技能を

身に付けさせ，自立への基礎を養う。」3）と規定され

ている。こうした目標をもつ生活科において，「規則正

しい食生活」という，生活上必要な習|貫を身に付ける

ことを目標とする「食育」を扱うことには，価値があ

ると考える。また，学習指導要領解説生活編に「身近

な自然を観察するとは，（中略）諸感覚を使って繰り返

し自然に触れ合うこと（中略）などである。」４）とあ

るように，生活科では，諸感覚を使って対象に触れ合

うことが重要視されている。諸感覚の１つである「味

覚」を，児童が用いることができるようにするには，

その場面を教師が特別に設定する必要があり，そのた

めに，「食育」を扱うことは適切であるといえる。さら

に，生活科は学習指導要領改訂の基本方針の１つとし

て，「生命の尊さを実感する学習活動を充実する。」5）

ことを挙げている。子どもが「食」にかかわる中で，

食べ物の命をいただいていることに気付くことが，生

命の尊さの実感につながると考えられる。これらのこ

とから，生活科において，「食育」を行うことには，意

義があるといえる。

　しかし，ただ「食育」を行うといっても，「食育」が

目標としている資質・能力は実に多様である。足立己

幸ら(2005)は，「2000年代に入って，現代の食育は，

食をめぐる様々な取り組みや教育がくくられて使用さ

れるようになった（中略）食育の推進方法が先んじて，

食育の概念やねらいなどについて不鮮明だという指摘

も少なくない」6）と述べている。どのような資質・能

力を育てていくことを，生活科で行う「食育」では目

指していくべきか検討する必要がある。

　また，生活科では「身近な人々」が学習対象の一つ

となっており,平成20年の学習指導要領改訂で新たに

　「身の回りの多様な人々と進んで交流できるようにす

ることを目指す」内容（８）「生活や出来事の交流」が

加わった7）。「食育」というと，食べ物そのものや，栄

養素を学習対象にする場合が多く，人との交流を主の

対象とした「食育」の研究はあまりされていない。し

かし，生活科の特性を生かし，「食育」を行う際にも，

人との交流を取り入れていくことに価値があると考え

る。

　そこで，本研究では，①生活科における「食育」が

目指すべき資質・能力を明らかにすること，②それを

達成するための，人との交流活動を生かした手立てを

明らかにすること，の２点を研究の目的とする。
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Ⅲ研究の概要

第１章第１節

　　「食育基本法」8）から，「食育」とはどういった教

育か考察した。それをまとめたものが図１である。

図１　「食育基本法」から読み取れる「食育」の姿

第２節

　「食育」の歴史的な検討を行った。そこから，「食育」

の性質について次の２点を挙げた。

①いつの時代でも変わらず，「食育」は，人が人として

　成長するための基礎となる教育であった。

②「食育」の内容は，その時代によって変化する。

第３節

　小学校教育における「食育」について考察し，その

課題を２点挙げた。

①実践的な活動を行うことができる時間の不足

②低学年で「食育」を扱おうとしている教科がない。

　この２点に対応するために，生活科で「食育」を扱

うことに価値があると考えた。

第Ⅱ章第１節

　学習指導要領にある，生活科の目標と，内容に対し

て，「食育」は，どのようにかかわるのかを考察した。

その結果，生活科の目標と「食育」は，重なる部分が

あること，生活科の内容の中で，「食育」につながる活

動を行うことが可能であることが明らかになった。ま

た，生活科の教科書調査を行った結果，「食育」につな

がるような記述が，多数掲載されていることが分かっ

た。

第２節

　　「食育」が目標としている資質・能力について，そ

れぞれ，生活科も含めた各教科等のなかで，どのよう

に育てていくべきだと考えているのか，教師の意識調

査を行った。その結果から，生活科においては，食に

関する知識を身につけることを目的とするのではなく，

食に対する望ましい心情を育て，それに基づいて望ま

しい食生活を送れるようになることを，目的としてい

くべきだと，考えられていると分かった。大田原みど

２

り(2011)は，低学年の「食育」に関して，「食品や栄

養のことを中心に学習を進めることが多かった。しか

し，子どもたちにとっては実感が伴っていなかったか

もしれない。学習後は意識できていても，時間の経過

とともに薄れていく」9），と述べている。このことか

らも，生活科では，単に食品や栄養に関する知識を理

解することを目標とするべきではないといえる。そこ

で，食に対する望ましい心情を育てることを，まずは

重視していくべきであると考えた。食べることの楽し

さや重要性を感じたり，食に対する感謝の気持ちをも

ったりすることは，重要事項であり，「食育」の基礎に

なる部分だと考える。こうした心情が育まれていない

と，大田原が述べていたように，望ましい食習慣か食

に対する知識が，子どもたちのなかに定着していかな

いのではないだろうか。低学年の間に，食に対して望

ましい心情を確実に育てておくことが，その後の食に

関する知識や習!貫を身につける際に役立つと考えられ

る。ここから，生活科における「食育」で育てていく

資質・能力を,「食事の楽しさ,食べ物の大切さを感じ，

食に感謝の気持ちを持てるようにすること」とした。

それを踏まえ，小学校教育の中での「食育」の進め方

を示したものが図２である。

　　　　　図２　食育の進め方について

第３節

　生活科で「食育」を扱うことで，生活科という教科

にとってどういった利点があるか考察した。

①児童の活動への関心・意欲を引き出すこと

②諸感覚を活用できること

③見付ける，比べる，たとえるなどの多様な学習活動

　ができること

④生命の尊さを実感する指導につながること

　以上の，４点の利点を挙げた。

　また，生活科で「食育」を行う際に生じる課題につ

いても考察した。

①安全面・衛生面での課題

②知識の教え込み，習慣のしつけになる危険性

③活動の多様性の保障



④家庭状況への配慮

⑤アレルギー・好き嫌いへの対応

　以上の５点の課題を挙げた。

第４節

　生活科においても，「食育」においても，幼児教育や

他教科等との接続が求められている。そこで，生活科

教育とその他の教育を，「食」を通して関連付けて学習

させることができるのではないかと考えた。

　幼児教育との連携では,「①幼児教育の成果を踏まえ

ること」，「②体験を重視すること」，「③基本的な生活

習慣等を育成すること」，の３点を意識して，生活科に

おける「食育」を行うべきである。また，幼小間にお

ける「食」を通じた交流活動を，計画することに価値

があると考える。

　給食と生活科における「食育」は，どちらも「体験

的である」という点で共通している。しかし，給食の

時間で行うことのできる「食育」の体験は，あくまで

も「給食を食べる」体験の範囲内でしかない。無論，

その体験を毎日のように積み重ねていけることが，給

食の長所といえるのだが，生活科では，その体験を基

として，さらに広い体験活動が可能である。給食での

体験をもとにして，生活科で体験活動を行い，そこで

得た学びを，給食の時間に生かしていくといった流れ

が理想だと考える。

　道徳の時間における「食育」と，生活科における「食

育」を関連させる方法の１つとして，生活科で活動し

た体験とかかわりのある内容を道徳の時間で扱うこと

が挙げられる。例えば，生活科の内容（２）「家庭と生

活」で，家族の仕事を体験した児童に対して，道徳の

時間に，道徳教育の低学年の内容４（３）「家族集団と

のかかわりに関する内容」の学習を行うことが考えら

れる。これにより，生活科で得た思いを，道徳の時間

にさらに高めることができるのではないか。

　　「食育」を通した，生活科の他教科へのつながりを

示したものが，図３である。

図３　食育を通した生活科の他教科へのつながり

図３から，低学年の生活科で，幅広い内容で食に関

わっておくことで，中学年以降に，他教科で食に関す

る知識を学習する際にも，生きてくるのではないだろ

うか。例えば，生活科における，町探検の中での食を

支える人と交流した体験や

えてくれている家庭の人への気付きが，中学年以降の

社会科や家庭科において「食育」に関わる内容を学習

するときの基盤になると思われる。「食育」は，生涯に

わたって行われるべきものであり，生活科で食育を行

っていく際にも，上学年へのつながりを意識する必要

があると考えた。

　また，中・高学年の教科で学習する内容は，「食育」

の知識面についての内容が中心となっている。生活科

において，心情面での「食育」の目標を達成すること

ができれば，その後学習する知識の定着や，その知識

を生かした習慣の定着にもつながると考える。金子佳

代子（2006）は，「味覚や食物の嗜好にかかわる記|意は

幼児期にその基礎が培われるので，幼児から小学生の

時期には，楽しく（感じて）食べること，おいしく（感

じて）食べることをたいせつにして食に対する好まし

い記憶が形成されるようにしたい。」10）と述べている。

低学年の時期は，発進段階から見て，食に対する好ま

しい記憶の形成を目指さなくてはならない時期であり。

　「食」に対する好ましい心情を築くことが，生涯を通

した「食育」の基礎になると考える。さらに，藤沢良

知(2005)が，「子どもは年代が若いほど，新しい知識

や訓練を容易に受け入れやすい傾向があるので，この

時期に望ましい生活習慣の基礎を養ってあげれば，そ

れがやがてはその児童の習性として身につくことにな

る。」11）としている。生活科では，その後を見据えて，

生活習|貫の基礎を養うことが求められるだろう。

第５節

　嶋野道弘(2007)は，生活科における「食育」につ

いて,「生活科の内容を扱う中で,身近な幼児や高齢者，

障害のある児童生徒など多様な人と触れ合い，食べ物

を作ったり食べたり，また，地域に残る食べ物の話を

聞いたりなどして，食事を楽しむことができる。JI2）

としており，人々との交流の重要性に触れている。ま

た，中川知美他（2011）は，児童に自立した食生活を

営むことができる力を育てるために,「様々なかかわり

を結びながら食育活動を行うこと」が重要であるとし

た上で，「かかわりの中には友達との楽しい体験や,地

域の方々と理解し合える交流を含む。（中略）様々なか

かわりを結びながら楽しく多様な体験を通して食に触

れ，知育・徳育・体育の基礎となる食育を行う」と述

べている13）。ここからも，「食育」において様々な人々

とかかわるような体験の重要性がいえる。

　小学校教育における「食育」では，家庭や地域との

連携が求められている。また，「孤食」の問題があるた

め，「共食」を勧めたり，食事中のコミュニケーション

能力を高めたりすることを目指している。こうした特



性をもつ「食育」を行う際に，人との交流は当然重視

されなくてはならないであろう。

　一方で，生活科においても，人との交流は重要視さ

れている。学習対象として「身近な人」を定めている

ことや，新しく内容（８）「生活や出来事の交流」を設

けたことからも明らかであろう。このように人との

交流を重視した教科である生活科において，人との交

流が重要な要素となる「食育」を行うのであれば，人

との交流活動を大切にすることは当然であるといえる。

そこで，生活科における「食育」で，考えられる「交

流活動」を挙げ，その活動ごとに，どのような教育的

価値があるのか検討した。それとともに，考えられる

　「交流対象」を挙げ，その対象と交流することで，ど

のような教育的価値があるのか検討した。

第Ⅲ章第１節，第２節，第３節

　生活科における「食育」の実践事例分析を行うこと

で，生活科における「食育」の価値を明らかにすると

ともに，行う際に，有効だと考えられる手立てを明ら

かにした。児童が自ら考え工夫していけるように活動

に自由な部分を設けること，児童が苦労する活動を取

り入れたり失敗を体験させたりすること，諸感覚の活

用を促すような教師の声かけ，といった手立てが，分

析した事例において，有効であった。また，大人との

交流場面において，教師の仕事は，児童が交流する対

象である大人の，魅力的な部分をいかに引き出すかで

あると考えた。交流対象である，「食」にかかわってい

る大人が，魅力的だと感じれば感じるほど，児童は，

その大人がかかわっている「食」についても，よい印

象をもつだろう。交流対象の大人の魅力を前面に引き

出すような，交流活動が効果的であると考える。

第４節

　第３節で示した手立てを用いながら，どのように

生活科における「食育」が目指す，資質・能力を児童

に身に付けさせていくべきか，それとともに，児童の

日常生活における食習慣の改善を目指していくべきか，

その学習モデルを検討した。子どもたちに望ましい食

習慣を身に付けさせることは，生活科が目標とするこ

とにつながるといえる。しかし，生活科の中で，食習

慣のようなスキルのみを取り出して，子どもに教え込

もうと指導するだけでは，生活科の趣旨とのズレが生

じてしまう。なぜなら，生活科の教科目標は，「具体的

な活動や体験を通して，自分と身近な人々，社会及び

自然とのかかわりに関心をもち，自分自身や自分の生

活について考えさせるとともに，その過程において生

活上必要な習慣や技能を身に付けさせ，（後略）JI4）（下

線は筆者による）となっており，具体的な活動や体験

の過程において，子どもに食習慣を身に付けさせなく

てはならないためである。習慣を身に付けさせるため

に，指導をすることとなると，しつけのような指導に

４

なりがちである。しかし，生活科の授業の中では，教

科の特徴を生かして，教師が直接的にやらせようとす

るだけではなく，子どもが自ら望ましい習慣へと変容

していけるような，教師の支援が望ましいと考える。

　食習慣の育成について，丸谷宣子ら（2006）は，「現

代の食育における究極の目標は，個人の健康的食行動

変容である」としたうえで，「行動変容を促す学習を行

わせようとする場合には，KABモデル（中略）と呼ば

れる簡単な行動変容モデルをベースに進めるとよい。」

15）としている。また，健康日本21の「各論１栄養・

食生活」の「付録４：個人の行動変容に関わる要因と

しての知識，態度」の中でも，「個人の行動変容のため

には，必要な知識の習得と理解，並びに望ましい態度

の形成が必要とされる。」と述べられており, KAPモデ

ルおよびKABモデルが提示されている16）。 KAP モデル・

KABモデルのKは知識「Knowledge」，Aは心理的態度

　「Attitude」,Pは習慣「Practice」（Bは行動「Behavior」）

である。つまりこのモデルは，知識の習得が態度の変

容をもたらし，結果として習慣や行動が変容すると考

える理論である。このモデルを，生活科における「食

育」へと当てはめていく。生活科の場合，教師からの

知識教授による,系統的で客観性のある「知識の習得」

というよりも，体験活動を行うことで得られる，児童

の主観的な「気付き」としたほうが自然であると考え，

まとめたものが図４である。

　図４　生活科において食習慣を身に付けるモデル

　図４にあるように，ここで考えられる教師の支援を

３つに分けて，以下に示す。

ア：活動の充実に関する支援

○活動の中で食にかかわる人の思いに触れさせること

○諸感覚の活用を促すこと

○児童が自由に考えて，工夫できる場面を設けること

イ：児童の思いを高める支援

○児童の思いを明確にすること

○児童同士の交流活動を取り入れること

○児童が苦労したり，失敗したりするような体験活動



を取り入れること

ウ：生活につなげる支援

○日常生活を振り返らせること

○多くの視点から，「食」に触れさせること

○手本となる姿を見せること

第IV章第１節，第２節

　第Ⅲ章で明らかにした手立てを用いて，生活科にお

ける「食育」の授業実践を行った。単元名は，「みんな

で秋をあじわおう」とし，単元の流れは以下の通りで

ある。

　また，生活科の授業後に，その活動と関連させた，

道徳の第１学年及び第２学年の内容２「主として他の

人とのかかわりに関すること」の，（４）「日ごろ世話

になっている人々に感謝する。」に，当てはまる内容の

道徳の授業を行った。

　それらの実践の結果から，以下の３点の項目につい

て，検証を行った。

①「食べる」活動を取り入れることで，生活科の教科

５

　としての充実はあったか。

②生活科における「食育」が目指す資質・能力は育成

　できたか。

③望ましい心理的態度から，望ましい食習慣の形成に

　つなげることができたれ

　①の検証項目については，（a）食べる活動により，子

どもに関心・意欲をもたせることができたか。」，（b）

食べる活動により，子どもの観察力を養うことができ

たれ」，（c）食べる活動により，子どもの表現力を養う

ことができたれ」,の３観点において,児童の振子や，

ワークシこ一卜への記述から，それぞれ有効であるとい

う結果を得ることができたよ生活科の目標を達成する

ためにも，「食育」につながる「食人る」活動を，生活

科の授業へ取り入れていくことには，大いに価値があ

ると考えられる。

　②，③の検証項目については，A児とB児の，２名

の抽出児の変容を通して，検証していった。A児は，

授業中の発言も多く，活動的な児童である。給食も楽

しそうに，残さず食べることができるため，元々望ま

しい食習慣はある程度築くことができていると考えら

れる。そのようなA児が，生活科の授業で「食育」を

行った際に，「食」への関心を高め，目指すべき資質・

能力を,さらに高めていくことができたかを検討した。

一方のB児は，食べることに関して積極的ではなく，

苦手な食べ物が多い。給食の時間も，決められた時間

内に完食することが難しい児童である。活動を通して，

　「食」に対して，どのような気持ちをもつようになる

か，望ましい食習慣を築くことにつながったかを考察

した。

　②については，「活動の充実」と，「思いを高めるこ

と」につながる手立てを取り入れた。「活動の充実」に

関して，ゲストティーチャーの魅力的な面を児童に見

せることで，児童は，ゲストティーチャーに親しみを

感じるようになった。このことが，ゲストティーチャ

ーが提供してくれた本の実に対しても，愛着を強める

要因の１つになったと考える。また,どんぐり団子を，

どのどんぐりで作るかを，児童自身によって決定させ

たことで,最終的に完成したどんぐり団子への愛着を，

児童は高めることができた。教師がすべて決めてしま

うのではなく，児童が自分で決める部分を残しておく

ことで，食べ物への思いを強め，食べ物の大切さを感

じることにつながったと考える。さらにA児は，自分

の小学校のシンボルである，アベマキのどんぐりで，

どんぐり団子を作ることに価値を見出し，アベマキの

どんぐりで作ったどんぐり団子に，強い愛着をもって

いた。地域の自然を生かすことによって，児童は，食

べ物に，より関心をもったと考えられる。

　　「思いを高めること」に関して，学級内での伝え合

いの場面でA児は,他の児童が，「マテバシイで作りた

い」として，その理由を述べる中，A児はただ１人，



　｢アベマキで作りたい｣と発言した。A児は，マテバ

シイのおいしさはある程度認めたものの，それでも，

頑なに自分の意見を変えなかった。この一連の伝え合

い活動の榛子から，伝え合い活動を行ったことで，さ

らに，絶対にアベマキでどんぐり団子を作りたいとい

うA児の思いが，強くなっていったと考える。また，

単元の最初でのB児は，嫌そうにどんぐり団子を食べ

ている場面が目立っていた。しかし,単元の最後には，

自分たちで作ったどんぐり団子を食べて，おいしいと

感じ，苦労したかいがあった，と述べている。材料の

採取や,団子の調理での，自分で苦労した経験により。

　｢食｣に対する思いが高まったと考えられる。さらに，

自分で作ったどんぐり団子を家族にふるまう機会を作

り，絵日記に記述させることで，誰かに料理をふるま

うことの喜びに気付き，その時の自分の気持ちを言葉

で表現することで，うれしい自分に気付くことにつな

がったと考える。

　③については，道徳の授業を行ったことで，生活科

で育んだ，望ましい心理的態度を，自分の日常生活へ

と広げ，望ましい食習慣の基礎を育んでいこうとして

いるB児の姿が見えた。

第V章第１節

　生活科年間指導計画作成の現状を調査し,考察した。

生活科年間指導計画を作成する際の課題として,①「幼

児教育との連携」や，「合科的・関連的な指導」といっ

た,平成20年の学習指導要領改訂の趣向とされたこと

が，まだ調査時点では，あまり浸透していないという

点,②単元の連続性や学年テーマの設定というような，

年間を通してのつながりなどの，広い視野を持った学

習のつながりが，年間指導計画作成の際にあまり意識

されていない点，が明らかになった。

第２節

　生活科年間指導計画を作成する際に，学年テーマを

設定することの有効性を明らかにすることで，「食育」

をテーマとした生活科年間指導計画作成の価値を示し

た。学年テーマを設定することの価値として，①児童

の意識の流れに合うこと，②児童の学びを深め，広げ

ること，③学校や地域の物数を生かすこと，④児童が

自分の成長を実感しやすいこと，⑤児童が季節による

変化を感じやすいこと，が考えられる。

第３節

　生活科年間指導計画に「食育」につながる事項を，

学年テーマとして設定することの価値を考察した。「食

育」の視点から見て，どういった価値があるかについ

て，多分野で「食」にかかわれること，望ましい食習

慣の定着につながること，段階的に「食」へのかかわ

りを深めていけること，が考えられる。また，生活科

年間指導計画を作成する際に食に関する指導に係る

全体計画と，どのように,関連させていくべきなのか，

６

関連させていくことにどのような価値かおるのか考察

した。さらに，生活科年間指導計画作成時に人との

かかわりをどのように位置付けていけばいいのか考察

することで，「食育」を学年テーマとして設定した，生

活科年間指導計画をより良いものにするための示唆を

得ることができた。

IV　まとめ

　本研究では，生活科における「食育」について，人

との交流活動を中心としながら，その価値を明らかに

し，目標とすべき資質・能力を定め，その目標を達成

するための方法を，様々な視点から示してきた。その

中でも，これまでの先行研究では，あまりはっきりと

示されてこなかった，生活科における「食育」が目的

とすべき資質・能力を明記したこと，「人との交流活動」

に焦点を当てて考察してきたことに，本研究の成果が

あると考える。


